作業工程計画書（模範解答）
	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	通り芯・基準線

（レイヤ０）
躯体線記入

（レイヤ１・２）

シンボルマーク図形登録


	通り芯・基準線の作図

一点鎖線で作図

通り芯・基準線・・細一点鎖線線（線幅１）
躯体の作図

外壁外線・・極太実線（線幅4）

外壁内側・・細線実線（線幅1）
ＭＢ外壁・・・・極太実線（線幅4）
ＭＢ内壁・・細線実線（線幅1）
外周ふかし線・・細点線（線幅１）
内壁・・極太実線（線幅4）
内壁ふかし線・・細点線（線幅１）



スラブ記号
梁記号
壁記号
建具開口部記号
基準記号
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	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	シンボルマーク記入
（レイヤ４）
寸法入力

（レイヤ５）
図面枠作成

（レイヤ６）

	文字入力

字の大きさを整えること
引き出し線は任意
各部材の寸法も記入すること
寸法線作図

必要寸法の作図

累進寸法の作図
図面枠の作成

図面枠は太線で作図
日付を記入すること
氏名を記入すること
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